
⼀般社団法⼈LOCAL
理事 三⾕ 公美 ft. uwabami

2025年09⽉06⽇

MiniDebConf Japan 2025

地域とともに歩む
〜北海道におけるエンジニアコミュニティと次世代育成〜



© SAKURA internet Inc.

三⾕ 公美（Kumi Takahashi MITANI）
⼀般社団法⼈LOCAL 理事
北海道地域情報セキュリティ連絡会 (HAISL) 副会⻑
北海道情報セキュリティ勉強会 (せきゅぽろ) 副代表
北海道ニュートピアデータセンター研究会 事務局
さくらインターネット株式会社 情報システム統括室
JANOG57 in Osaka ホストチーム

X:  kumikumitm

⾃⼰紹介



© SAKURA internet Inc.

佐々⽊ 洋平（Youhei SASAKI; uwabami）

北海道情報⼤学 情報メディア学部 准教授
Debian Project: Debian Maintainer
… TeX, Ruby, HPC 関連のパッケージ
Debian JP Project 監事

X: uwabami ←凍結中
  ︓ uwabami@bsky.social 

⾃⼰紹介



⼀般社団法⼈LOCAL とは︖
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• URL︓ https://www.local.or.jp/
• 北海道における、技術系地域コミュニティ（IT勉強会等）の活動を⽀援し、

コミュニティ間の連携イベント企画開催等をとおして、地域を盛り上げて
いくことを⽬標とする有志の集まり

• 所属企業、年齢、⽴場の垣根を超え、現役のIT技術者および技術者を⽬指す
学⽣が多数所属

• 理事:4名、正会員:25名、賛助会員:5名、メーリングリスト会員:190名

マスコット「ろかんと君」の由来

蟻 …「義」の⾍
1匹1匹の⼒は弱いけど、
集まると結構いい仕事をするよ

https://www.local.or.jp/


北海道地域情報セキュリティ連絡会 (HAISL) とは︖

5

• 設⽴と⽬的
2014年（平成26年）設⽴。北海道内の個⼈・団体・⾏政・教育機関などの情報セ
キュリティ意識の向上と⼈材育成を⽬的に活動。

会員は設⽴時28団体から、2024年8⽉末時点で73団体に拡⼤

• 組織体制
 

• 活動内容
年2回の連絡会、セミナー、次世代育成事業 SC4Y 

会 ⻑ 北海道情報⼤学 経営情報学部 教授 中 島 潤
副会⻑ （⼀社）北海道ＩＴ推進協会  副 会 ⻑ 河 瀬 恭 弘
副会⻑ 北海道情報セキュリティ勉強会 副 代 表 三 ⾕ 公 美
副会⻑ （⼀社）テレコムサービス協会北海道⽀部 会 ⻑ ⽩ 幡 ⼀ 雄
顧 問 デジタル庁   CISO    坂 明
事務局 総務省北海道総合通信局、経済産業省北海道経済産業局、北海道警察

産
（業界・企業）

学
（⼤学等）

官
（国・⾃治体）

個⼈
（団体等）



SC4Y（Security College for Youth）
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• URL︓ https://sc4y.connpass.com/
• LOCALは運営協⼒団体として、企画⽴案、

オンライン配信システムの提供、TA・スタッフ派遣等を⾏う
• Hardening 2024 Convolutions (沖縄開催) へ北海道から

参加を希望した学⽣ 4名の交通費を⽀援

学⽣・⻘年層に、サイバーセキュリティに関する知⾒、技術を体系的に
⾝に付けてもらうための⼈材発掘・育成事業

https://sc4y.connpass.com/


せきゅぽろ SNR（Security News Recap）
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• ⽇程︓ 毎⽉第3⽔曜⽇ 19:00〜21:00
• URL︓ https://sites.google.com/site/infosecpolo/
• ⽇々発⽣するセキュリティニュースを定期的に振り返る機会を設け、参加者同⼠の

情報共有・知⾒の向上・共通認識の醸成を⽬的とする
• チャタムハウスルールを採⽤することにより、活発な意⾒交換を推奨、誰でも参加可能
• LOCALはオンライン会議の運営に協⼒

北海道情報セキュリティ勉強会（せきゅぽろ）が毎⽉定期開催している、
情報セキュリティニュースに関する意⾒交換会

Speaker:  ⽔越 ⼀郎
 (NTT東⽇本/JPCERT/IISEC)

https://sites.google.com/site/infosecpolo/


オープンソースカンファレンス 2025 Hokkaido
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オープンソースに関する最新情報を提供するカンファレンス
1⽇で合計41本のセミナー、デモ、ミーティング、独⾃企画を開催
• 2025年7⽉5⽇(⼟) 札幌市産業振興センター
• LOCALは実⾏委員会の活動⽀援に加え、下記コンテンツにメンバーが登壇・協⼒

ü [北海道企画] カレーカンファレンス2025 
ü [北海道企画: 2コマ連続] 

Uターン・Iターンのほんとの話 〜移住とキャリアのクロストーク〜
ü サイバー領域のセキュリティ︕次元の壁を超えて⾏け︕︕
ü いかにして我々は7/19の史上最⼤規模の障害から復旧したのか

〜OSC2025do Remix〜
ü Linux パッケージを取り巻くセキュリティ情報について
ü ライトニングトーク

• 札幌市産業振興センター ルームA・Bに展⽰が設けられた
• 協賛企業 30、後援団体 7、コミュニティ 33、

合計 70 団体が出展



LOCAL Developer Day ʻ25 /Security
     with 在札幌⽶国総領事館
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• 2025年8⽉23⽇(⼟) TKPガーデンシティ札幌駅前
• 共催︓在札幌⽶国総領事館、北海道情報セキュリティ勉強会（せきゅぽろ）
• 概要

ü Keynote FBIのサイバープログラム (逐次通訳)
リリー・チェン (⽶国⼤使館 副法務官)
 

ü さまざまな領域を俯瞰したサイバーセキュリティ
⾼倉 弘喜・本川 祐治（ブラックハットジャパン）

ü Linux パッケージを取り巻くセキュリティ情報について
藤⽥ 優貴 (⼀般社団法⼈LOCAL 運営委員)
 

ü コンフィデンシャルコンピューティングは本当に機密なのか︖
〜機密達成の条件を考える〜
江草 陽太 (さくらインターネット 執⾏役員 CIO/CISO)

LOCALが主催する、コミュニティ横断型・地域特化型IT勉強会イベント
 （/Security︓情報セキュリティをテーマにした勉強会）



⾼校⽣ ICT Conference 2025 in 札幌
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• 2025年10⽉5⽇(⽇） 札幌ユビキタス協創広場 U-cala
• 2025年度熟議テーマ︓中⾼⽣が考える世代を超えたICTやAIの活⽤と課題解決の提案

   〜偽・誤情報等のリスクを⾒極め、安全で豊かな情報社会を築くために〜
 
LOCALは北海道⼤会協⼒団体として、運営全般に協⼒

ICTを取り巻く課題をテーマに、全国各地の⾼校⽣が議論し、意⾒をまとめ、
関係府省庁に提⾔するカンファレンス

2024年度開催の様⼦ 代表校は札幌旭丘⾼校



第8回 U-16プログラミングコンテスト 札幌⼤会
第12回 U-16プログラミングコンテスト 北海道⼤会

• URL︓ https://sapporo.u16procon.org/
• 札幌⼤会 2025年11⽉8⽇(⼟) 北海道⼤会 2025年12⽉13⽇(⼟) エア・ウォーターの森
• 競技部⾨と作品部⾨で構成
• LOCALは札幌⼤会の共催団体として、事務局機能の提供をはじめ、⼤会運営全般を担当

16歳以下を対象としたプログラミングコンテスト
プログラミング、ものづくりを通して、⼦どもたちの成⻑と健全育成を図る

↑作品部門金賞 
clean up before they come

早苗さん（帯広大谷高１年）
作品部門審査員特別賞→
野球ゲーム 四戸さん（札苗中３年）

競技部門
優勝  瀧さん（札幌北高）
準優勝 田邉さん（札幌日大高）
第三位 五十嵐さん（札幌日大中）

第四位 橘さん（札幌龍谷高）

競技部門の上位4名は、釧路で開催された北海道大会へ出場。
札幌勢はベスト８までは勝ち上がりました。すばらしいプログラム
だったのですが、惜しくも敗れてしまいました。

2024年度開催の様⼦

https://sapporo.u16procon.org/


セキュリティキャンプ ミニ in 北海道 2025
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• 2025年11⽉15⽇(⼟)-16⽇(⽇)  北海道⼤学 情報基盤センター 南館
• 会場︓北海道⼤学 情報基盤センター 南館

2024 内容 ※2025 は近⽇公開予定

ü サイバーセキュリティと情報倫理
関 俊介 （北海道警察サイバーセキュリティ対策本部 対策・官⺠連携係主任）

ü トラフィック制御と防御を体験するネットワーク
下村 そら （NTTコムエンジニアリング株式会社）

ü さくらインタネット ⽯狩データセンターバーチャル⾒学会
 三⾕ 公美 （さくらインターネット株式会社）

ü セキュアなサーバレスアプリケーションを作ろう AWS編
 齋藤 徳秀 （株式会社Flatt Security）

ü BGPネットワークと情報セキュリティの国際連携
 砂原 悟 （公⽴千歳科学技術⼤学 助教）

 

セキュリティ・キャンプ全国⼤会への⾜がかりとして開催される地⽅⼤会



2025年度 主要イベントの継続開催
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• セキュリティ⼈材育成の継続強化
ü SC4Y（Security College for Youth）の運営協⼒・学⽣⽀援
ü セキュリティ・ミニキャンプ in 北海道の開催
ü せきゅぽろ SNR（⽉例）開催協⼒

• 学⽣・若年層への継続的な学びの機会を提供
ü ⾼校⽣ ICT Conference 北海道⼤会 ⽀援
ü U-16プログラミングコンテスト札幌⼤会 共催
ü オープンソースカンファレンスでの若⼿向けセッション開催

• 地域技術コミュニティの⽀援・連携
ü LOCAL Developer Day /Security の開催
ü オープンソースカンファレンス への協⼒
ü 在札幌⽶国総領事館 との連携

「つながり」を⼒に、未来へつなぐ エンジニアコミュニティのかたち



成果と広がり
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• HAISL の実績と評価
継続的な⼈材育成活動が評価され、
⽇本セキュリティ⼤賞2024 ⼈材育成部⾨ 優秀賞を受賞
評価のポイント︓

 10年間にわたる勉強会や競技会を通じて、地域のサイバー⼈材育成およびセキュリティ意識の
 向上に貢献している点が評価された。
 ⼀般向けのセミナー開催など、地域全体への啓発活動にも⼒を⼊れており、これまでの継続的な
 取り組みが⾮常に好印象。
 また、若⼿育成への貢献も⾼く評価され、今後もさらなる地域セキュリティ向上が期待される。

• 成⻑する若者たち
北海道でのイベント経験を経て、全国的なイベントや国際的なイベントへ参加
北海道の取り組みが「外へつながる⼒」を持っている



LOCAL これからの活動への想い
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• 関係団体と協⼒し、情報セキュリティ啓発・⼈材育成イベントの
継続開催、拡⼤を⽬指します
• ひとりひとりの挑戦がつながり、やがて⼤きな広がりへ
• ⽴場や世代を超えて、共に学び合おう
• そういうコミュニティをLOCALは⽀えていきます

 
• LOCALの活動の根底にある「北海道における技術者⽂化の醸成」を

テーマに「縦と横のつながり」をつくる活動を継続します

活動の最新情報は、LOCALのSNSサイトでもご覧になれます
X︓ @local_hokkaido
Facebook︓ https://www.facebook.com/local.or.jp

https://www.facebook.com/local.or.jp

